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皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
元
気
で
新
春

を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

２
０
０
５
年
と
い
う
希
望
に
満
ち
た
新
し
い
年
が
幸
多
い
年
と
な
り
ま

す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
新
潟
中
越
地
震
、
台
風
15
、
16
号
及

び
18
号
に
よ
る
自
然
災
害
な
ど
、
国
民
の
生
活
を
脅
か
す
出
来
事
が
数
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
、
農
作
物
の
被
害
に
つ
き
ま
し
て
は
過
去
に
例

を
見
な
い
甚
大
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
農
家
の
皆
様
の
心
痛
を
察
し
心

か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
方
、
漁
業
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
末
の
季
節
ハ
タ
ハ
タ
が
豊
漁
に

恵
ま
れ
ま
し
て
冬
の
味
覚
を
堪
能
な
さ
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
国
や
地
方
で
は
財
政
の
根
本
的
な
見
直
し
が
迫
ら
れ
て
い
る
状

況
下
に
あ
り
ま
す
が
、
金
浦
町
に
お
き
ま
し
て
は
昨
年
４
月
に
小
学
校
の

新
校
舎
が
完
成
し
、
す
ば
ら
し
い
教
育
環
境
の
下
で
将
来
を
担
う
子
供
た

ち
が
新
し
い
歴
史
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
第
46
次
南
極
地
域
観
測
隊
員
と
し
て
当
町
職
員
の
伊
藤
健
主
事

を
派
遣
し
て
お
り
ま
す
が
、
彼
の
実
体
験
は
き
っ
と
子
供
た
ち
に
大
き
な

夢
を
与
え
る
も
の
と
期
待
い
た
し
て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

白
瀬
南
極
探
検
隊
記
念
館
も
平
成
２
年
の
会
館
以
来
14
年
余
に
な
り
ま

す
が
、
入
館
者
も
50
万
人
を
突
破
い
た
し
ま
し
た
。

昨
年
11
月
に
は
象
潟
町
の
合
併
協
議
会
へ
の
復
帰
に
よ
り
ま
し
て
、
15

カ
月
ぶ
り
に
協
議
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
去
る
12
月
20
日
に
開
か
れ
ま
し

た
協
議
会
で
は
、
委
員
の
総
意
に
よ
り
ま
し
て
再
協
議
項
目
が
確
認
さ
れ

た
訳
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
新
市
の
名
称
は
「
に
か
ほ
市
」、
事

務
所
の
位
置
は
「
象
潟
町
役
場
」、
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
お
い
て
は

「
総
合
文
化
施
設
を
合
併
後
３
年
以
内
に
金
浦
地
内
に
建
設
し
、
引
き
続

き
総
合
体
育
施
設
を
金
浦
地
内
に
建
設
す
る
も
の
と
す
る
」
と
明
記
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
私
の
苦
渋
の
決
断
で
あ
り
、

合
併
を
成
し
遂
げ
さ
せ
た
い
と
い
う
熱
意
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
に
存
じ
ま
す
。

市
町
村
の
自
立
を
図
る
上
で
合
併
は
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
緊
急
の

課
題
で
あ
り
、
新
し
い
時
代
の
要
請
に
対
応
し
、
子
供
た
ち
や
孫
た
ち
の

た
め
に
い
か
に
魅
力
あ
る
地
域
を
引
き
継
ぐ
か
は
私
た
ち
大
人
の
責
任
で

あ
り
ま
す
。

限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
３
町
が
し
っ
か
り
と
し
た
信
頼
関

係
を
築
き
、
明
日
へ
の
希
望
が
も
て
る
よ
う
な
話
し
合
い
の
も
と
に
合
併

を
成
就
さ
せ
る
年
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
は
、
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば
到
底
成
し
え
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
ま
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
「
自
然
と
調
和
の

と
れ
た
健
康
で
輝
く
町
」
実
現
の
た
め
に
尚
一
層
の
努
力
を
し
て
参
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
春
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

金
浦
町
長
佐
々
木
松
美
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12
月
20
日
、
第
20
回
仁
賀
保
町
・

金
浦
町
・
象
潟
町
合
併
協
議
会
が
、

象
潟
町
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
事
務
局
か
ら
今
回
の

再
協
議
議
題
で
あ
る
新
市
の
名
称
、

新
市
の
事
務
所
の
位
置
、
新
市
ま
ち

づ
く
り
計
画
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
協
議
の
経
緯
に
つ
い
て
説
明
さ
れ

ま
し
た
。

説
明
後
の
協
議
で
は
、
委
員
か
ら

「
庁
舎
は
既
存
の
建
物
を
使
用
し
、

出
費
を
抑
え
る
べ
き
だ
。」、「
名
前

は
、
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
名
前

で
あ
る
べ
き
だ
」
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
が
、
結
論
は
出
ま
せ
ん

で
し
た
。

さ
ら
に
委
員
の
中
か
ら
「
こ
の
ま

ま
平
行
線
で
は
、
合
併
の
実
現
は
困

難
だ
。
三
町
長
ら
で
話
し
合
い
の
場

を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
現
在

ま
で
の
経
緯
を
提
示
す
べ
き
だ
。」

と
の
意
見
が
あ
り
、
協
議
会
に
諮
っ

た
う
え
、
二
つ
の
案
が
提
示
さ
れ
ま

し
た
。

第
一
案
は
、
①
新
市
の
名
称
は
「
に

か
ほ
市
」
②
事
務
所
の
位
置
は
「
現

象
潟
町
役
場
」
③
文
化
施
設
を
合
併
後

三
年
以
内
に
金
浦
地
内
に
建
設
し
、
引

き
続
き
総
合
体
育
施
設
を
金
浦
地
内
に

建
設
④
将
来
の
新
市
の
庁
舎
の
建
設
位

置
は
金
浦
地
内
と
す
る
。

第
二
案
は
、
①
新
市
名
称
に
は
既
存

の
三
町
の
名
称
を
使
用
し
な
い
、
②
事

務
所
の
位
置
は
「
現
　
金
浦
町
役
場
」

③
仁
賀
保
地
内
と
象
潟
地
内
の
そ
れ
ぞ

れ
に
施
設
を
建
設
す
る
も
の
で
し
た
。

提
示
後
の
議
論
で
は
、
第
一
案
を

支
持
す
る
意
見
が
相
次
ぎ
ま
し
た

が
、
④
の
将
来
の
新
庁
舎
の
建
設
に

つ
い
て
は
、「
こ
の
場
で
決
定
す
べ

き
で
は
な
い
。
庁
舎
建
設
は
、
二

十
年
、
三
十
年
先
の
話
だ
。」、「
将

来
に
つ
い
て
は
、
そ
の
時
の
人
た
ち

が
決
め
る
べ
き
だ
。
こ
れ
か
ら
の
子

孫
の
負
担
と
な
る
こ
と
は
避
け
る
べ

き
だ
。」
な
ど
の
理
由
で
、
文
言
を

削
除
し
ま
し
た
。

文
言
を
削
除
す
る
に
あ
た
っ
て
、

金
浦
町
長
は
、「
案
は
、
合
併
を
実
現

す
る
た
め
に
お
互
い
が
譲
歩
に
譲
歩

を
重
ね
た
結
果
だ
。
一
度
、
金
浦
町

と
決
ま
っ
た
事
務
所
の
位
置
を
変
更

す
る
こ
と
は
、
町
民
の
心
情
を
考
え

る
と
誠
に
偲
び
な
い
。」
と
再
考
を
求

め
ま
し
た
が
、「
や
は
り
合
併
が
最
優

先
課
題
だ
。」
と
し
、
断
腸
の
思
い
で

決
断
を
下
し
た
も
の
で
す
。

三
町
合
併
協
議
会
は
、
平
成
14
年

６
月
に
秋
田
県
第
一
号
の
法
定
合
併

協
議
会
と
し
て
設
置
さ
れ
協
議
を
重

ね
て
き
ま
し
た
が
、
新
市
名
が

「
に
か
ほ
市
」、
庁
舎
位
置
が
「
金
浦

町
役
場
」
と
な
っ
た
こ
と
を
う
け
、

象
潟
町
が
昨
年
10
月
合
併
協
議
会
離

脱
を
表
明
し
、
15
カ
月
の
間
、
休
止

状
態
に
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
合
併
推
進
を
訴
え
た
横

山
象
潟
町
長
が
当
選
し
、
新
市
名
称

と
事
務
所
位
置
、
建
設
計
画
の
再
協

議
を
申
し
入
れ
、
11
月
に
開
催
さ
れ

た
第
19
回
合
併
協
議
会
か
ら
復
帰
し

た
も
の
で
す
。

最
大
の
懸
案
だ
っ
た
、
新
市
名
称

と
事
務
所
の
位
置
問
題
が
解
決
し
た

こ
と
で
、
三
町
は
合
併
の
実
現
に
向

け
て
大
き
く
前
進
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

分
庁
方
式
と
確
認
さ
れ
た
既
存
庁

舎
へ
の
組
織
配
置
や
、
合
併
期
日
な

ど
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
合
併

に
向
け
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
確
認
さ
れ
た
協
議
項
目

①
新
市
の
名
称
に
つ
い
て

新
市
の
名
称
は
、
に
か
ほ
市
と
す
る
。

②
新
市
の
事
務
所
の
位
置
に
つ
い
て

新
市
の
事
務
所
の
位
置
は
、
由
利
郡
象
潟
町
字
浜
ノ
田
１
番
地
（
現

象
潟
町
役
場
）
と
す
る
。

現
在
の
仁
賀
保
町
役
場
を
「
仁
賀
保
庁
舎
」
と
、
金
浦
町
役
場
を
「
金

浦
庁
舎
」
と
、
象
潟
町
役
場
を
「
象
潟
庁
舎
」
と
呼
称
す
る
。

③
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
次
の
項
目
を
追
加
し
、
協
定
書
に
も
明
記
す
る
。

新
市
に
お
い
て
、
文
化
施
設
を
合
併
後
３
年
以
内
に
金
浦
地
内
に
建
設

し
、
引
き
続
き
総
合
体
育
施
設
を
金
浦
地
内
に
建
設
す
る
も
の
と
す
る
。

金
浦
地
内
に
「
文
化
施
設
」
と
「
総
合
体
育
施
設
」
を
建
設

新
市
名
は
、
に
か
ほ
市
、
事
務
所
の
位
置
は
現
象
潟
町
役
場
に
変
更

合
併
に
向
け
大
き
く
前
進

▲第20回合併協議会

三
町
合
併
協
議

仁
賀
保
町
・
金
浦
町
・
象
潟
町
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平
成
16
年
第
７
回
町
議
会
定
例
会
が
、
12
月

15
日
か
ら
17
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

初
日
は
、
佐
々
木
町
長
に
よ
る
町
政
報
告
の

後
、
議
員
３
名
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
今
議
会
に
提
案
さ
れ
た
条
例
、
補
正

予
算
な
ど
議
案
は
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

■
台
風
に
よ
る
農
業
被
害
に
つ
い
て

本
町
の
平
成
16
年
産
米
の
出
荷
数
量
は
、
契

約
数
量
に
対
し
47
％
に
止
ま
り
、
平
成
15
年
産

米
と
の
比
較
で
も
42
％
の
減
収
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
大
半
が
規
格
外
米
で
あ
り
、
一
等
米

比
率
は
僅
か
に
１
％
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

な
お
、
大
豆
に
つ
い
て
は
作
付
面
積
24
ヘ
ク

タ
ー
ル
が
収
穫
皆
無
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

被
害
農
家
に
対
し
ま
し
て
は
、
あ
ら
た
め
て

お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
国
や
県
さ

ら
に
は
町
で
講
じ
て
い
る
支
援
策
に
つ
い
て
有

効
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。

■
町
村
合
併
に
つ
い
て

今
年
６
月
に
町
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
横
山
新

町
長
が
誕
生
し
、
建
設
計
画
、
新
市
の
名
称
と

事
務
所
の
位
置
に
つ
い
て
、
再
協
議
し
て
も
良

い
と
言
う
事
で
あ
れ
ば
、
協
議
会
に
復
帰
し
た

い
旨
の
申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

第
18
回
合
併
協
議
会
で
は
象
潟
町
長
の
合
併
に

対
す
る
前
向
き
な
姿
勢
に
全
員
が
賛
同
す
る
形

で
、
復
帰
の
申
し
入
れ
を
受
け
入
れ
た
訳
で
あ

り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
合
併
協
議
会
事
務
局

の
職
員
を
各
町
か
ら
２
名
ず
つ
派
遣
し
、
11
月

１
日
付
け
で
発
令
し
て
事
務
体
制
を
整
え
て
お

り
ま
す
。

私
ど
も
は
、
象
潟
町
か
ら
の
離
脱
申
し
入
れ

当
初
か
ら
仁
賀
保
三
町
の
枠
組
み
は
絶
対
崩
す

こ
と
な
く
、
必
ず
や
再
協
議
に
応
じ
て
い
た
だ

け
る
も
の
と
信
じ
て
い
た
訳
で
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
市
町
村
の
自

立
を
図
る
上
で
合
併
は
避
け
る
こ
と
の
で
き
な

い
緊
急
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。
限
ら
れ
た
時
間

で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
ま
で
の
時
間
の
経
過
を

無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、
住
民
が
喜
ん
で
賛
成

し
、
明
日
へ
の
希
望
が
持
て
る
よ
う
な
協
議
を

行
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

■
交
通
安
全
に
つ
い
て

金
浦
町
に
お
い
て
は
、
平
成
８
年
11
月
23
日

以
来
、
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
お
ら
ず
、

そ
の
継
続
日
数
は
今
月
15
日
現
在
で
２，
９
４

４
日
と
な
っ
て
県
内
で
ト
ッ
プ
の
成
績
で
あ
り

ま
す
。
今
後
、
３，
０
０
０
日
、
３，
５
０
０
日

達
成
を
目
指
し
て
い
く
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
た
め
に
は
町
民
の
方
々
の
交
通
安
全
に
対

す
る
正
し
い
知
識
、
責
任
あ
る
行
動
が
最
も
重

要
な
こ
と
と
考
え
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
の
呼
び

か
け
を
は
じ
め
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の
交
通
安

全
に
対
す
る
意
識
の
喚
起
を
図
っ
て
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

■
議
案
第
五
十
六
号

金
浦
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
（
案
）

平
成
17
年
２
月
１
日
よ
り
改
定

○
基
本
料
金
（
税
込
み
・
一
カ
月
に
つ
き
）

家
事
用
　
２，
９
８
７
円→

２，
８
１
９
円

営
業
用
　
２，
６
２
５
円→

２，
４
５
７
円

団
体
用
　
２，
６
２
５
円→

１，
９
１
１
円

■
議
案
第
五
十
七
号

秋
田
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
秋
田
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

河
辺
町
及
び
雄
和
町
を
廃
し
、
そ
の
区
域
が

秋
田
市
に
編
入
さ
れ
る
こ
と
、
河
辺
雄
和
地
区

消
防
一
部
事
務
組
合
が
解
散
す
る
こ
と
等
に
よ

る
も
の
で
す
。

■
議
案
第
五
十
八
号

秋
田
県
市
町
村
会
館
管
理
組
合
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
に
つ
い
て

河
辺
町
及
び
雄
和
町
を
廃
し
、
そ
の
区
域
が

秋
田
市
に
編
入
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
秋
田
県

町
政
報
告

可
決
さ
れ
た
案
件

「水道事業給水条例等
10議案を原案可決」



市
町
村
会
館
管
理
組
合
か
ら
河
辺
町
及
び
雄
和

町
を
脱
退
さ
せ
る
た
め
に
よ
る
も
の
で
す
。

■
議
案
第
五
十
九
号

本
荘
由
利
広
域
市
町
村
圏
組
合
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
本
荘
由
利
広

域
市
町
村
圏
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

本
荘
市
、
矢
島
町
、
岩
城
町
、
由
利
町
、
大

内
町
、
西
目
町
、
鳥
海
町
及
び
東
由
利
町
を
廃

し
、
そ
の
区
域
を
も
っ
て
由
利
本
荘
市
が
設
置

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
本
荘
由
利
広
域
市
町
村

圏
組
合
か
ら
本
荘
市
、
矢
島
町
、
岩
城
町
、
由

利
町
、
大
内
町
、
西
目
町
、
鳥
海
町
及
び
東
由

利
町
を
脱
退
さ
せ
る
と
と
も
に
、
由
利
本
荘
市

と
し
て
同
組
合
に
加
入
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で

す
。

■
議
案
第
六
十
号

秋
田
県
町
村
土
地
開
発
公
社
定
款
の
一
部
の

変
更
に
つ
い
て

河
辺
町
及
び
雄
和
町
を
廃
し
、
そ
の
区
域
を

も
っ
て
秋
田
市
へ
編
入
合
併
す
る
た
め
、
秋
田

県
町
村
土
地
開
発
公
社
を
脱
退
す
る
こ
と
に
よ

り
、
秋
田
県
町
村
土
地
開
発
公
社
定
款
の
一
部

を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

■
議
案
第
六
十
一
号

平
成
16
年
度
金
浦
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

平
成
16
年
度
一
般
会
計
に
４，
５
１
８
万
８

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
30
億
１，
０
０

１
万
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

○
主
な
補
正

地
域
情
報
化
推
進
費

２，
５
７
６
千
円

保
育
所
運
営
費

１
７，
５
０
２
千
円

図
書
館
管
理
費

１，
５
５
４
千
円

■
議
案
第
六
十
二
号

平
成
16
年
度
金
浦
町
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

平
成
16
年
度
金
浦
町
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
に
６
５
９
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
４
億
６，
８
５
７
万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
議
案
第
六
十
三
号

平
成
16
年
度
金
浦
町
農
業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

平
成
16
年
度
金
浦
町
農
業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
に
２
６
３
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
２，
５
３
９
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
議
案
第
六
十
四
号

平
成
16
年
度
金
浦
町
ガ
ス
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

平
成
16
年
度
金
浦
町
ガ
ス
事
業
会
計
資
本
的

支
出
に
３
６
２
万
６
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
７，
７
３
９
万
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
議
案
第
六
十
五
号

平
成
16
年
度
金
浦
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

平
成
16
年
度
金
浦
町
水
道
事
業
会
計
資
本
的

支
出
に
３
０
０
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

９，
１
２
４
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

5

一定面積以上の土地取引には届出が必要です。
一定面積以上の土地取引の契約をした場合、国土利用計画法により土地の権利取得者（買主）が知事に

届出をする必要があります。

●届出の必要な取引 売買、交換、売買予約、譲渡担保、代物弁済等
●届出の必要な土地の面積 ①市街化区域 2，000㎡以上※

②その他の都市計画区域内 5，000㎡以上※
③都市計画区域以外の区域 10，000㎡以上※

※市街化区域で5，000㎡以上、その他の都市計画区域で10，000㎡以上の場合は、この届出とは別に
「公有地の拡大の推進に関する法律」により売主からの届出が必要です。

●届出内容 土地の所在、利用目的等（届出用紙は、下記「問合せ先」にあります）
●届出期間 契約を締結した日から２週間以内
●罰 則 等 期限内に届出をしなかったり、偽りの届出をすると、懲役又は罰金に処せられるこ

とがあります。
問合先/金浦町役場企画課（138－4300）

秋田県建設交通部建設管理課土地企画班（1018－860－2424）
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矗
の
心
中
は
複
雑
で
し
た
。
郡
司

に
は
か
つ
て
千
島
に
”置
き
去
り
”に

さ
れ
た
と
い
う
恨
み
は
、
ま
だ
消
え

て
い
な
か
っ
た
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ

ん
。
背
に
腹
は
か
え
ら
れ
ず
、
矗
は

幹
事
の
村
上
濁
浪
と
一
緒
に
横
浜
に

行
き
、
第
二
報
效
丸
に
乗
船
し
て
い

る
郡
司
に
会
い
ま
し
た
。
お
互
い
に

ぎ
く
し
ゃ
く
し
た
も
の
が
あ
っ
た
事

は
否
め
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
郡
司
は
、

矗
が
南
極
探
検
を
目
指
し
て
準
備
中

で
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
た
め
に
「
報
效
義
会
」
の
船
を

譲
っ
て
く
れ
と
い
う
相
談
を
持
ち
か

け
て
く
る
と
は
考
え
て
も
み
な
か
っ

た
で
し
ょ
う
。

郡
司
は
即
座
に
断
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
一
刻
の
時
間
も
惜
し
い
矗
に

し
て
み
れ
ば
、
こ
の
船
以
外
に
目
下
、

適
当
な
船
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
の

で
す
。
矗
は
必
死
に
頭
を
下
げ
、
懇

願
し
ま
し
た
。
だ
が
郡
司
は
譲
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

村
上
濁
浪
は
、
か
ね
て
幸
田
露
伴

を
手
本
と
慕
い
、
尊
敬
し
て
お
り
ま

し
た
。 郷

土
の
偉
人

白
瀬
　
矗

（
第
四
十
四
回
）

出
し
、
赤
道
を
越
え
、
地
球
の
反
対

側
ま
で
行
く
に
は
、
こ
の
船
は
あ
ま

り
に
小
さ
く
、
頼
り
な
か
っ
た
の
で

す
。報

效
丸
は
こ
の
春（
明
治
四
十
三

年
）で
き
た
ば
か
り
の
新
造
船
。
一
九

九
ト
ン
、
木
造
、
三
本
の
マ
ス
ト
の

帆
船
で
す
。
こ
れ
で
は
迅
速
な
行
動

を
必
要
と
す
る
南
氷
洋
で
は
使
い
も

の
に
な
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
エ
ン
ジ
ン

を
つ
け
、
さ
ら
に
船
体
を
補
強
す
る

必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
エ
ン
ジ
ン
は

中
古
品
の
十
八
馬
力（
一
二
五
ｃ
ｃ
バ

イ
ク
の
エ
ン
ジ
ン
に
等
し
い
）の
蒸
気

機
関
を
取
り
付
け
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。秋

田
魁
新
報
の
明
治
四
十
三
年
十

一
月
二
十
四
日
付
の
紙
面
に
改
造
後

の
試
運
転
を
報
じ
る
記
事
が
載
っ
て

い
ま
す
。

「
十
一
月
二
十
一
日
午
前
七
時
、

（
第
二
報
效
丸
は
）試
運
転
を
行
え
り
、

船
は
今
ま
で
の
船
体
に
更
に
厚
さ
三

イ
ン
チ（
七
・
六
セ
ン
チ
）幅
六
イ
ン

チ（
十
五
・
二
セ
ン
チ
）の
角
材
を
巻

き
、
そ
の
上
に
厚
さ
二
分（
六
ミ
リ
）

の
鋼
鉄
板
を
張
り
た
れ
ば
、
八
尺

（
二
・
四
メ
ー
ト
ル
）周
囲
ぐ
ら
い
の

氷
塊
に
は
耐
え
得
る
見
込
み
な
り
」

※
参
考
引
用
文
献

白
瀬
京
子
著
『
雪
原
へ
ゆ
く
』

露
伴
は
郡
司
の
弟
で
す
。

そ
の
露
伴
に
口
添
え
を
頼
ん
で
、

村
上
は
再
度
、
第
二
報
效
丸
に
郡
司

を
訪
ね
る
と
い
う
粘
り
を
み
せ
ま
し

た
。
こ
の
と
き
矗
も
同
行
し
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

当
初
、
郡
司
は
相
変
わ
ら
ず
拒
否

の
姿
勢
を
崩
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
交
渉
は
つ
い
に
夜
半
に
ま
で

及
ん
で
、
よ
う
や
く
郡
司
は
折
れ
た

の
で
す
。

郡
司
は
い
っ
た
ん
譲
歩
し
て
し
ま

う
と
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
や
沿
海
州
で

の
水
産
組
合
長
と
し
て
の
体
験
を
語

り
、
矗
に
南
極
探
検
に
つ
い
て
の
助

言
を
与
え
た
と
い
い
ま
す
。

最
終
交
渉
は
日
を
改
め
て
大
隈
邸

で
行
わ
れ
、
大
隈
は
後
援
会
長
の
立

場
か
ら
船
の
譲
渡
を
軍
事
に
懇
願
し

た
の
で
し
た
。

郡
司
は
、
次
の
条
件
で
応
じ
る
こ

と
に
し
た
の
で
す
。
船
の
代
金
は
二

万
三
千
円
。
そ
れ
に
現
在
積
み
込
ん

で
い
る
北
洋
の
漁
獲
物
の
処
分
費
用

と
そ
の
賠
償
金
と
し
て
二
千
円
。
合

計
二
万
五
千
円
で
し
た
が
、
特
に
付

帯
条
件
と
し
て
、
探
検
隊
が
南
極
か

ら
帰
っ
た
際
に
は
船
を
「
報
效
義
会
」

に
払
い
下
げ
る
こ
と
で
し
た
。
こ
れ

で
や
っ
と
用
船
問
題
は
解
決
し
ま
し

た
が
、
当
初
の
発
表
し
た
出
発
日
か

ら
二
ヵ
月
も
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
船
が
手
に
入
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
も
す
ぐ
出
発
と
は
ゆ
き
ま
せ

ん
。
太
平
洋
の
荒
波
の
な
か
へ
乗
り

南
　
極
　
通
　
信

第
46
次
日
本
南
極
地
域
観
測
隊

夏
隊
に
参
加
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、

今
年
の
６
月
か
ら
東
京
の
国
立
極

地
研
究
所
で
訓
練
を
行
っ
て
い
た

伊
藤
健
さ
ん
（
赤
石
）
が
、
い
よ

い
よ
南
極
へ
向
け
て
出
発
し
ま
し

た
。前

号
ま
で
は
、「
訓
練
日
記
」
と

し
て
掲
載
し
て
い
ま
し
た
が
、
今

号
か
ら
は
タ
イ
ト
ル
を
「
南
極
通

信
」
と
し
て
伊
藤
さ
ん
の
南
極
で

の
活
動
の
様
子
を
お
知
ら
せ
し
て

い
き
ま
す
。

「
出
発
」

い
よ
い
よ
出
発
の
時
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。

成
田
空
港
の
特
別
控
え
室
は
、

見
送
り
に
来
た
家
族
、
観
測
隊
関
係

者
ら
で
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し

た
。私

は
早
め
に
成
田
空
港
に
到
着
し

ま
し
た
が
、
出
発
ま
で
の
時
間
は
各

種
手
続
き
と
出
発
式
な
ど
で
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
、
緊
張
す
る
暇
も
な

い
く
ら
い
で
し
た
。

フ
リ
ー
マ
ン
ト
ル
で
「
し
ら
せ
」

に
乗
艦
し
、
12
月
３
日
に
出
航
し
ま

し
た
。

暴
風
圏
に
入
る
ま
で
は
船
酔
い
の

心
配
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
逆
に
、
傾
き
の
小
さ
い
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
揺
れ
の
方
が
気
持
ち
悪

く
な
っ
て
き
ま
す
。

し
か
し
、
２
日
も
経
つ
と
そ
の
揺

れ
に
も
す
っ
か
り
慣
れ
、
船
酔
い
に

苦
し
む
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。暴

風
圏
に
入
る
と
船
は
大
き
く
傾

き
、
風
呂
場
で
転
が
っ
て
し
ま
う
ほ

ど
で
し
た
。
最
大
傾
斜
角
度
は
約
20

度
で
し
た
が
、
暴
風
圏
に
し
て
は
小

さ
い
そ
う
で
す
。

船
で
の
長
旅
は
今
回
が
初
体
験

で
、
い
ろ
い
ろ
と
不
安
に
思
う
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
が
、
し
ら
せ
乗
組
員

の
方
々
の
お
陰
で
、
充
実
し
た
毎
日

を
過
ご
せ
て
い
ま
す
。

船
で
は
真
水
が
大
変
貴
重
で
す
。

海
水
か
ら
真
水
を
造
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
一
ト
ン
の
真
水
を
造
る
の
に

燃
料
費
だ
け
で
約
一
万
円
掛
か
る
そ

う
で
す
。

で
す
の
で
、
お
風
呂
や
ト
イ
レ
の

水
は
海
水
を
そ
の
ま
ま
使
い
、
洗
濯

は
手
洗
濯
が
主
で
、
洗
濯
機
は
一
週

間
に
一
回
程
度
し
か
使
い
ま
せ
ん
。

そ
う
い
っ
た
制
約
が
あ
る
も
の
の
、

「
住
め
ば
都
」
で
す
。

12
月
10
日
に
は
初
め
て
氷
山
が
現

れ
ま
し
た
。
そ
の
大
き
さ
に
圧
倒
さ

れ
、
ま
た
感
動
し
ま
す
。

確
実
に
南
極
に
近
づ
い
て
い
る
の

だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

伊
藤
さ
ん
の
毎
日
の
日
記
を
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

彼
の
普
段
の
生
活
の
様
子
な
ど
が

語
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

http/:w
w
w
.chokai.ne.jp/copia
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ち
び
っ
子
剣
士

竹
刀
の
音
に
緊
張

12
月
３
日
、
第
29
回
金
浦
町
剣
道

大
会
が
、
体
育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

肌
寒
い
中
、
会
場
に
は
ち
び
っ
子

剣
士
た
ち
の
か
け
声
と
バ
シ
ッ
と
い

う
竹
刀
の
音
が
響
き
、
場
内
は
緊
張

感
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

■
大
会
結
果

☆
小
学
１
・
３
年
生
の
部

１
年
生
　
優
　
勝
　
佐
々
木
　
千
　
裕

３
年
生
　
優
　
勝
　
佐
　
藤
　
梨
　
菜

準
優
勝
　
平
　
澤
　
滉
　
央

☆
小
学
４
・
５
年
生
の
部

４
年
生
　
優
　
勝
　
佐
　
藤
　
宏
　
樹

５
年
生
　
優
　
勝
　
柴
　
田
　
道
　
子

準
優
勝
　
小
　
松
　
智
　
緒

☆
小
学
６
年
生
の
部

優
　
勝
　
本
　
多
　
葉
　
月

準
優
勝
　
佐
　
藤
　
優
　
樹

第
３
位
　
佐
々
木
　
秀
　
平

☆
中
学
生
の
部

優
　
勝
　
柴
　
田
　
一
　
成

準
優
勝
　
畑
　
山
　
駿
　
介

第
３
位
　
佐
々
木
　
　
鴻

新
潟
中
越
地
震

募
金
活
動
を
実
施

│
金
浦
子
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
│

11
月
30
日
、
金
浦
子
ど
も
エ
コ
ク

ラ
ブ
が
金
浦
町
役
場
を
訪
れ
、
新
潟

中
越
地
震
の
募
金
を
金
浦
町
長
に
手

渡
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
震
に
よ
る
被
災
者
の

方
々
の
救
済
の
一
助
に
な
れ
ば
と
、

金
浦
子
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
が
本
荘
市

の
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
店
前
で
募
金
活

動
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

募
金
活
動
に
は
小
学
生
10
人
が
参

加
し
、
約
一
時
間
に
わ
た
り
被
災
者

救
援
を
訴
え
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
募
金
２
３
、８
０
２
円

は
秋
田
魁
新
報
社
、
Ａ
Ｂ
Ｓ
秋
田
放

送
、
Ａ
Ｋ
Ｔ
秋
田
テ
レ
ビ
の
三
社
が

募
る
新
潟
県
中
越
地
震
見
舞
金
へ
寄

託
さ
れ
、
被
災
者
救
済
の
た
め
に
使

わ
れ
ま
す
。

環
境
問
題
に
つ
い
て

熱
心
な
質
問

│
小
学
校
生
徒
が
勉
強
会
│

金
浦
小
学
校
の
５
年
生
21
名
が
、

赤
石
川
の
水
質
に
つ
い
て
教
え
て
ほ

し
い
と
、
金
浦
町
役
場
を
訪
れ
ま
し

た
。こ

れ
は
、
国
語
の
授
業
の
中
で
環

境
問
題
に
つ
い
て
調
べ
て
い
る
も
の

で
す
。

役
場
を
訪
れ
た
児
童
ら
は
、「
川

の
水
は
10
〜
20
年
前
に
比
べ
て
き
れ

い
に
な
っ
て
い
る
の
か
？
」、「
ゴ
ミ

を
捨
て
ら
れ
な
い
た
め
に
ど
ん
な
工

夫
を
し
て
い
る
の
か
？
」、「
下
水
の

処
理
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？
」

な
ど
と
質
問
し
、配
ら
れ
た
資
料
や
、

職
員
の
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
、

一
生
懸
命
ノ
ー
ト
を
取
っ
て
い
ま
し

た
。

「
環
境
図
書
」を
寄
贈

社
団
法
人
本
荘
法
人
会
よ
り
、

金
浦
中
学
校
へ
環
境
に
関
す
る
図
書

（
７
冊
　
２
０，
０
０
０
円
相
当
）を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
荘
法
人
会
は
、
平
成
10
年
度
に

社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
管
内

の
中
学
校
15
校
に
「（
社
）本
荘
法
人

会
環
境
文
庫
」
を
設
置
し
て
、
毎
年
、

継
続
し
て
環
境
図
書
の
寄
贈
を
行
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
寄
贈
は
、
明
日
を
担
う
子
供

た
ち
に
、
環
境
汚
染
等
を
考
え
て
も

ら
う
機
会
を
提
供
し
、
命
や
自
然
の

大
切
さ
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
い

う
趣
旨
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

浩
寿
苑
に
タ
オ
ル
寄
贈

│
金
浦
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
│

12
月
10
日
、
金
浦
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
が
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
浩
寿
苑
」
に
、
タ
オ
ル
１
０
０
本

を
寄
贈
し
ま
し
た
。

金
浦
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
今

年
で
結
成
６
年
目
を
迎
え
、
奉
仕
団

体
と
し
て
こ
れ
ま
で
ク
リ
ー
ン
ナ
ッ

プ
活
動
や
、
図
書
館
こ
ぴ
あ
へ
の
図

書
寄
贈
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

■
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
現
在
、

世
界
１
９
０
カ
国
に
１
３
５
万
人
を

超
え
る
会
員
を
擁
す
る
、
世
界
最
大

の
国
際
的
社
会
奉
仕
団
体
で
す
。

金
浦
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
平

成
11
年
に
結
成
さ
れ
、
現
在
の
会
員

数
は
20
名
で
す
。

▲金浦町のちびっ子剣士たち

▲救済募金を金浦町長に手渡す
金浦エコクラブ代表の今野さん

▲熱心にノートを取る小学生児童ら

▲寄贈された図書

▲タオルを寄贈
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12
月
19
日
、「
魚
を
食
べ
よ
う
」、

「
食
」「
農
」フ
ェ
ア
が
、温
泉
保
養
セ

ン
タ
ー「
は
ま
な
す
」駐
車
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

会
場
は
、
と
に
か
く
も
の
す
ご
い

人
、
人
、
人
で
し
た
。

寒
い
中
、
無
料
提
供
の
ハ
タ
ハ
タ

汁
と
お
に
ぎ
り
を
求
め
る
人
た
ち
で

大
賑
わ
い
。
用
意
し
た
ハ
タ
ハ
タ
汁

１，
０
０
０
食
と
、
お
に
ぎ
り
３
０

０
個
は
ま
た
た
く
ま
に
無
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
地
場
野
菜
や
特
産
品
、

漁
協
の
販
売
す
る
ハ
タ
ハ
タ
が
大
人

気
！

次
々
と
運
ば
れ
る
ハ
タ
ハ
タ
の
箱
が

飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
フ
ェ
ア
で
は
、
町
内
外
か

ら
大
勢
の
方
々
が
訪
れ
そ
の
味
を
堪

能
し
、冷
え
た
身
体
を
暖
め
ま
し
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
委
嘱
辞

令
伝
達
式
が
、
12
月
１
日
、
保
健
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

民
生
委
員
は
、
厚
生
労
働
大
臣
と

県
知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
任
期
は
３

年
で
す
。
同
時
に
児
童
福
祉
法
に
基

づ
く
児
童
委
員
の
任
に
も
あ
た
り
、

一
般
的
に
「
民
生
児
童
員
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

民
生
児
童
委
員
の
活
動
は
、
子
供

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
相
談
や
指

導
、
役
場
健
康
福
祉
課
や
社
会
福
祉

協
議
会
へ
の
連
絡
、
町
民
の
生
活
状

態
の
把
握
な
ど
、
広
い
範
囲
に
わ
た

り
ま
す
。

生
活
上
の
問
題
な
ど
で
お
悩
み
の

時
は
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
民
生
児
童
委
員

■
主
任
児
童
委
員

今
回
の
改
選
で
退
任
さ
れ
た
方
々
に

は
、
長
い
間
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
退
任
さ
れ
た
方
々

高
橋
光
子
さん
（
花
潟
）、佐
々
木
吉

晴
さん（
十
二
林
）、齊
藤
キ
ン
さん（
金
浦
）、

今
井
き
ん
子
さん
（
浜
の
田
）、鈴
木
信

子
さん
（
金
浦
）、渡
辺
甚
吉
さん
（
赤
石
）、

須
藤
金
一
さん
（
大
竹
）、佐
藤
修
市
さん

（
飛
）、早
川
ナ
ミ
子
さん（
金
浦
）、山
田

数
子
さん（
花
潟
）

▲あったかくて美味しいよ！

▲ハタハタの箱が飛ぶように売れました

横井　民夫さん
（前川）

【担当区】
前川1・2

板垣　憲義さん
（大竹）

【担当区】
大竹1・2・3

越川　直美さん
（塩焚浜）

【担当区】
北金浦2、浜金浦2
塩焚浜

三浦　洋一さん
（金浦）

【担当区】
北向、北金浦1
浜金浦1

桐田　和子さん
（上林）

【担当区】
新丁2、堀切
踏切2

小川　敏勝さん
（浜の田）

【担当区】
新町2、木の浦
新丁1

齊藤　　優さん
（十二林）

【担当区】
花潟、駅通り
新町1、踏切1

周防　政子さん
（十二林）

【担当区】
南金浦、十二林1.2
桜ヶ丘、夢が丘、山王

佐藤　忠悦さん
（岡の谷地）

【担当区】
岡の谷地1.2
上町1.2

宮崎　智恵子さん
（岡の谷地）

安彦　久美子さん
（堀切）

佐々木　道子さん
（黒川）

【担当区】
黒川

佐藤　正春さん
（飛）

【担当区】
飛・新町3

伊藤　ﾌﾐ子さん
（赤石）

【担当区】
地蔵町、赤石1・2
高森団地

│「
魚
を
食
べ
よ
う
」、「
食
」「
農
」フ
ェ
ア
開
催
│

気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い

民
生
委
員
・
児
童
委
員
改
選
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どなたでもご参加できますので、ぜひお越しください。
問合せ先/金浦町公民館（10184-38-2049)



「世代と世代の支えあい」公的年金制度のしくみ 「世代と世代の支えあい」公的年金制度のしくみ 「世代と世代の支えあい」公的年金制度のしくみ 

10

今日も安心・安全な金浦町に！！
～家族みんなで交通安全を～

あけましておめでとうございます。
交通死亡事故ゼロ3，000日は、２月初旬に達成となり

ます。
今年も、さらに死亡事故ゼロを継続して年末を迎え

たいものです。
そのためには、
○飲酒運転・暴走運転をしない
○歩行者等への保護誘導活動の徹底
○シートベルト、チャイルドシートの着用の徹底

等を遵守するとともに、正しい交通ルールとマナーを
実践して、家族みんなで交通安全を誓いましょう。

金浦駐在所
「セーフティロード金浦」
～めざせ事故のない町～

こちら 笑顔印 笑顔印 

区　　　分

金浦町における交通事故発生状況

11月中の事故 平成16年累計
（１月～11月）

平成15年累計
（１月～11月）

件数

死者

傷者

物損事故

人
身
事
故

１件

０人

２人

６件

16件

０人

23人

51件

12件

０人

15人

64件

Vol.59

老後の年金！　老齢基礎年金
～老後に受ける年金で、経済的な生活基盤を保障します～

25年以上の保険料を納めた人が原則として65歳から受給できます。25年以上納めた人とは、次の①～⑥

の期間の合計が25年以上ある人をいいます。

①第１号被保険者として国民年金の保険料を納めた期間

②第２号被保険者期間（厚生年金・共済年金の被保険者期間）

③第３号被保険者期間（厚生年金・共済年金の被扶養配偶者期間）

④第１号被保険者が「全額免除」「半額免除」で保険料を免除された期間

※半額免除期間は、半額の保険料を納付していることが必要です。

⑤第１号被保険者の学生が「学生納付特例制度」の対象となった期間

⑥海外在住の日本人など国民年金に任意加入できる人が任意加入しなかった20歳以上60歳未満の期間

※⑤及び⑥の期間は「25年の資格期間」に含まれますが、年金額には反映されません

【年金額の計算方法】

20歳から60歳まで40年間すべて保険料を納める（第２号、第３号被保険者期間を含む）と、年額794，

500円になります。

794，500円　×　
保険料納付期間＋全額免除期間×1/3＋半額免除期間×2/3

480月（40年）

─旧金浦小学校体育館が、「屋内グラウンド」として
生まれ変わりました─

旧金浦小学校の体育館が、屋内グラウンドとし
て生まれ変わりました。グラウンドの大きさは、
縦34．8ｍ、横21．6メートルあります。
グランウンドの使用は、スポ小、中学校クラブ

活動、ゲートボール、グラウンドゴルフなど、町
内のスポーツ団体を優先していますが、個人の方
にも開放しております。
使用したい人は、教育委員会（138-2266）まで申

込んでください。

▲屋 内 グ ラ ン ド
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一生涯、生き、生き

Vol.56

☆4. 7. 10. 12カ月児健診☆
◆日　時 1月21日（金）
◆場　所 保健センター
◆受　付 14カ月児　12：50～13：00

17カ月児　13：00～13：10
10カ月児　13：10～13：20
12カ月児　13：20～13：30

◆対　象 平成16年1月、1月、3月、6月、9月に生
まれた乳児と前回の健診を受けられな
かった乳児

◆持ち物　母子健康手帳、アンケート票
※　4カ月児、7カ月児健診の対象者は、離乳食講習
がありますので、受付時間に遅れないようにお願
いします。
また、「おんぶひも」がありましたら持参してく

ださい。

☆1歳6カ月～1歳8カ月健診☆
◆日　時 1月12日（水）
◆場　所 保健センター
◆受　付 12：50～13：00
◆対　象 平成15年4月～6月に生まれた幼児と前

回の健診を受けられなかった幼児
◆持ち物　母子健康手帳、歯ブラシ

1歳児アンケート票
1歳児歯科アンケート票

☆保健センターで遊ぼう☆
◆日　時 1月13日（木）、1月20日（木）

9：00～12：00
◆場　所 保健センター（健康指導教室）
◆対　象 乳幼児とその家族
※　お菓子、ジュースなどはご遠慮ください。

☆健康よろず相談☆
◆日　時 1月17日（月）9：00～11：30
◆場　所 保健センター
※　健康づくりや介護に関することなど、保健師
による相談会です。どなたでもお越しください。

「生涯学習奨励員」の肩書きをいただいたもの
の良く意味がわからないまま１年が過ぎました。
この会合に参加して、「生涯学習」と言うこと

の意味を私なりに解釈すると、「一生涯、生き、
生き」という結論になりました。
「生涯」一生の中で何か興味をもち、自分が楽
しみとするものがあれば、気持ちが生き生きして
くる。「病は気から」体の病気には勝てないかも
しれませんが、気持ちの持ちようで、人生明るく
もなるし、いろんな人と知り合うことで、楽しみ
が何倍も増えると思います。
「一期一会」私にとって重きを置く言葉です。

一生涯、どれだけの人と知り合いになれるか？手
芸を教え始めて、20数年。色々な方と知り合いに
なり、教えられることも多々ありました。まして、
「生涯学習奨励員」の先生方とも知り合いにな
り・・・・・・。 これは、私の財産です。
小・中学校も週５日制になり、何か役に立てれ
ばと思い、ジュニアカルチャー教室の指導に名乗
り出たのですが、魅力がなかったのでしょう。応
募者はゼロでした。残念な結果でしたが、今年度
もめげずに募集したいと思っています。
また、青少年ホームで、昼の部と夜の部の手芸
教室を開いています。笑いの絶えない教室です。
参加しませんか？
それこそ、みんな「生き、生き」しています。

（金浦町生涯学習活動誌　湾頭　第３号より）

金浦町生涯学習奨励員連絡協議会

佐々木　和　子

行
政
相
談
の
お
知
ら
せ

行
政
相
談
と
は
、
国
、
県
、
町
の

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
を
受
け

付
け
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
　
１
月
13
日（
木
）

14
時
〜
16
時

■
と
こ
ろ
　
　
元
気
百
歳
館

■
金
浦
町
行
政
相
談
員

佐
藤
　
慈
明

柔
道
ス
ポ
少（

）準
優
勝

│
郡
市
柔
道
育
成
大
会
│

12
月
５
日
、
本
荘
市
由
利
郡
柔
道

育
成
大
会
が
、
小
学
生
ら
131
名
が
参

加
し
、
仁
賀
保
町
武
道
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

金
浦
町
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
団
　
体

高
学
年
の
部
　
　
　
　
準
優
勝

低
学
年
の
部
　
　
　
　
第
３
位

■
個
人
戦

２
年
生
の
部
　

第
３
位
　
　
竹
内
　
光
之
介

４
年
生
の
部

第
３
位
　
　
今
野
　
　
怜
怜

５
年
生
の
部

第
３
位
　
　
越
川
　
あ
ゆ
み

団体
高学年
の部
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佐藤　祥大
しょうた

（黒　川）

のりものと昆虫が大好きです。
「大きくなったら白バイ隊員に
なりたいなー。」と思っています。

佐藤　拓
たく

斗
と

（金　浦）

魚が大スキな拓斗は、オモチャも魚。
本も魚。
お絵書きも魚です。
でも食べるのは、ちょっぴり苦手です。

佐藤　稜
はる

奈
な

（浜の田）

どんなに寒くても、外で遊ぶ事
が大好きな、おてんばな子です。
歌も好きで良く口づさんでいま
す。

佐藤　大
だい

介
すけ

（花　潟）

電車とウルトラマンが大好きな
男の子です。
名前のように元気いっぱい大き
くなってほしいです。

か
ん
が
る
ー
組
の
お
と
も
だ
ち

き
　
り
　
ん

「すなば」 「ジャングルジム」

「ブランコあそび」 「つりわ」

僕
の
将
来
の
夢
は
、
ま
だ
は
っ
き

り
と
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
人

の
役
に
た
っ
た
り
、
人
を
助
け
て
あ

げ
ら
れ
る
、
か
っ
こ
い
い
仕
事
が
あ

っ
た
ら
入
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

佐藤　優
ゆう

樹
き

（岡の谷地）

私
の
将
来
の
夢
は
、
小
児
科
の
看

護
婦
に
な
る
こ
と
で
す
。

こ
の
夢
を
叶
え
て
、
小
さ
い
子
供

達
と
仲
良
し
の
看
護
婦
に
な
り
た
い

で
す
。

ど
う
し
て
、
仲
良
し
の
看
護
婦
か

と
い
う
と
、
小
さ
い
子
供
達
が
好
き

だ
か
ら
、
保
育
園
の
先
生
に
な
ろ
う

と
思
っ
た
け
ど
、
看
護
婦
の
テ
レ
ビ

番
組
を
見
て
、
子
供
達
の
世
話
が
で

き
る
小
児
科
の
看
護
婦
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

身
近
な
話
題
で
は
あ
る
け
れ
ど
、

皆
さ
ん
干
支
（
え
と
）
っ
て
知
っ
て

ま
す
か
？

こ
ん
な
お
話
し
も
…

■
干
支
の
順
番
…

昔
々
、
神
様
は
動
物
た
ち
に
「
元

旦
に
神
殿
へ
早
く
来
た
も
の
12
匹

に
、
一
年
ず
つ
順
番
に
そ
の
年
を
守

っ
て
も
ら
い
、こ
れ
を
干
支
と
す
る
」

と
し
た
。

動
物
た
ち
は
身
支
度
を
は
じ
め
た

の
だ
が
、
何
故
か
ネ
コ
だ
け
は
集
ま

る
日
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
ネ

ズ
ミ
に
聞
く
こ
と
に
し
た
。「
集
ま

る
日
は
い
つ
だ
ニ
ャ
〜
」「
正
月
の

二
日
だ
チ
ュ
ー
」。

さ
て
、
そ
ん
な
頃
、
ウ
シ
は
「
オ

ラ
は
歩
く
の
が
遅
い
か
ら
、
一
足
先

に
出
る
ん
だ
モ
〜
」
と
、
年
末
に
み

ん
な
よ
り
も
早
く
出
発
し
た
。
そ
の

時
、
ネ
ズ
ミ
は
ち
ゃ
っ
か
り
ウ
シ
の

背
中
に
飛
び
乗
っ
た
の
だ
。

誰
よ
り
も
早
く
出
た
お
か
で
、
ウ

シ
は
神
殿
へ
一
番
早
く
着
い
た
。

「
こ
こ
ま
で
来
れ
ば
安
心
だ
モ
〜
」

と
、
神
殿
の
前
で
元
旦
が
来
る
の
を

待
つ
こ
と
に
し
た
。

や
が
て
、
日
が
昇
っ
て
神
殿
が
開

く
と
、
ウ
シ
は
ゆ
っ
く
り
と
中
に
入

ろ
う
と
し
た
。
そ
の
時
、
背
中
に
乗

っ
て
い
た
ネ
ズ
ミ
は
ヒ
ョ
イ
と
飛
び

乗
り
、
神
殿
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
の

だ
っ
た
。「
一
番
の
り
だ
チ
ュ
ー
」。

こ
う
し
て
、
ネ
ズ
ミ
は
干
支
で
一

番
に
な
り
、ウ
シ
が
二
番
に
な
っ
た
。

ネ
コ
は
正
月
の
二
日
に
な
っ
て
か
ら

来
た
た
め
、干
支
の
仲
間
に
な
れ
ず
、

こ
の
日
か
ら
ネ
コ
は
ネ
ズ
ミ
を
恨

み
、
追
い
回
す
よ
う
に
な
っ
た
。

佐藤　千夏
ち か

（花　潟）

私
の
将
来
の
夢
は
、
保
母
さ
ん
に

な
る
こ
と
で
す
。

私
は
子
供
が
好
き
だ
し
、
楽
し
そ

う
だ
っ
た
か
ら
、
保
母
さ
ん
に
な
り

た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
今
が
ん

ば
っ
て
い
る
こ
と
は
、
音
楽
の
勉
強

や
ピ
ア
ノ
を
一
生
懸
命
や
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
今
の
保
母
さ
ん
よ
り
、

ピ
ア
ノ
を
ず
っ
と
う
ま
く
弾
け
る
よ

う
に
な
り
た
い
で
す
。

渡辺　詩
し

織
おり

（金　浦）

ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
漫
画
家
に

な
り
た
い
で
す
。

ぼ
く
は
よ
く
絵
を
か
い
て
い
る
の

を
生
か
し
て
、
四
コ
マ
の
漫
画
家
に

な
り
た
い
で
す
。

漫
画
家
に
な
っ
た
ら
ギ
ャ
グ
漫
画

を
か
い
て
、
読
ん
で
く
れ
る
人
を
笑

わ
せ
た
い
で
す
。

渡辺慎
しん

之
の

輔
すけ

（花　潟）

浜
っ
子
た
ち
が
思
う
未
来
の
自
分

今
年
は
酉
（
と
り
）
年
！

―
干
支
っ
て
な
〜
に
？
―
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「間宮兄弟」
江國香織／著
ＰＨＰ研究所

「夜回り先生と
夜眠れない子どもたち」
水谷修／著
サンクチュアリ・パブリッシング

「パンダくんパンダくん
なにみているの？」

エリック･カール／絵
ビル・マーチン／文偕成社

「昭和の皇室を
ゆるがせた女性たち」
河原敏明／著
講談社

政
略
結
婚
、
駆
け
落
ち
、
尼
僧
の

恋
、
新
興
宗
教
入
信
…
。
宮
廷
女
性

た
ち
の
知
ら
れ
ざ
る
波
瀾
の
人
生
と

は
？
皇
室
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
第
一

人
者
が
独
自
の
視
点
で
綴
る
せ
つ
な

い
愛
の
物
語
。

あ
り
え
な
い
男
た
ち
を
め
ぐ
る
恋

愛
小
説
。

”そ
も
そ
も
範
疇
外
、
あ
り
え
な

い
、
い
い
ひ
と
だ
け
ど
、
恋
愛
関
係

に
は
絶
対
な
ら
な
い
“
男
た
ち
を
め

ぐ
る
最
新
恋
愛
小
説
。

不
登
校
、
非
行
、
リ
ス
ト
カ
ッ
ト
、

薬
物
乱
用
…
。
子
ど
も
は
、
大
人
た

ち
に
何
を
求
め
て
い
る
の
か
？

大
人
は
、
子
ど
も
た
ち
に
一
体

何
が
で
き
る
の
か
？
13
年
間
の
夜
回

り
で
見
つ
け
た
、
た
っ
た
ひ
と
つ
の

答
え
。

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

12
月
17
日
、
勢
至
保
育
園
で
ク
リ
ス

マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
サ
ン
タ
さ
ん
が
や
っ
て

く
る
と
い
う
の
で
、
み
ん
な
朝
か
ら
ウ

キ
ウ
キ
で
す
。

サ
ン
タ
さ
ん
が
来
る
ま
で
、
先
生
の

お
話
し
を
聞
い
た
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
の

お
歌
を
歌
っ
た
り
し
な
が
ら
待
っ
て
い

ま
し
た
。

そ
し
て
…
、
目
の
前
に
サ
ン
タ
さ
ん

が
現
れ
る
と
、「
ワ
ー
ッ
」
っ
と
み
ん
な

一
斉
に
喜
び
の
声
を
上
げ
、
歓
迎
の
お

歌
で
出
迎
え
ま
し
た
。

赤
ち
ゃ
ん
組
の
み
ん
な
は
、
ち
ょ
っ

と
び
っ
く
り
し
て
泣
き
出
し
て
し
ま
う

子
も
い
ま
し
た
が
、
一
人
ひ
と
り
サ
ン

タ
さ
ん
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
っ
ら
て
、

み
ん
な
ニ
ッ
コ
リ
し
て
ま
し
た
。

歳
の
瀬
の
掃
除
に
餅
つ
き
み
な
済
ま
せ

申
の
晦
日
を
家
族
で
送
る

越
　
川
　
　
　
武

酉
年
に
一
歳
と
な
る
孫
あ
り
て

喜
び
増
し
て
来
る
年
楽
し

越
　
川
　
キ
エ
コ

暮
れ
る
年
平
常
心
で
眺
め
れ
ば

海
に
波
な
し
空
に
雲
な
し

今
　
野
　
坂
　
記

音
も
な
く
し
ん
し
ん
積
も
る
枯
れ
木
に
も

雪
の
花
咲
く
夜
空
に
映
え
て

佐
　
藤
　
恵
美
子

血
を
分
け
し
兄
と
姉
ら
に
鰰
と

妻
は
忙
し
く
魚
屋
廻
る

佐
　
藤
　
幸
　
一

令
重
ね
辛
さ
楽
し
さ
歌
共
に

残
り
の
余
生
生
き
甲
斐
と
し
て

佐
　
藤
　
つ
や
子

草
の
実
の
は
じ
け
る
音
の
ひ
し
め
き
て

生
命
の
歓
喜
野
ず
ら
あ
ふ
る
る

須
　
藤
　
恵
美
子

年
毎
に
体
の
衰
え
深
ま
る
が

今
年
も
生
き
延
び
師
走
と
な
り
ぬ

高
　
橋
　
卯
　
治

明
け
始
む
東
の
空
は
凍
て
つ
い
て

休
ま
ず
来
た
か
雁
渡
り
お
り

森
　
　
　
敏
　
子

去
年
に
増
し
幻
の
魚
群
戻
り
来
て

金
浦
港
は
鰰
の
山

細
　
田
　
文
　
夫

BOOK&VIDEO
新着案内

パ
ン
ダ
く
ん
、
パ
ン
ダ
く
ん
、
な

に
見
て
い
る
の
？
ハ
ク
ト
ウ
ワ
シ
を

見
て
い
る
の
。
ほ
ら
、
ば
さ
っ
ば
さ

っ
と
飛
び
立
つ
よ
。
絶
滅
の
お
そ
れ

の
あ
る
動
物
た
ち
に
興
味
を
も
ち
、

彼
ら
の
保
護
に
関
心
を
向
け
る
こ
と

を
願
っ
て
描
か
れ
た
絵
本
。

平成17年2月1日現在で、2005年農林業センサス
が実施されます。
これは、我が国の農林業の実態を明らかにする
目的で農林水産省が実施するものです。
この調査の結果は、今後の農林業施策を企画・
実施する際の重要なデータとなるほか、農山村地

域の整備等、町づくりに欠
かせない資料として活用さ
れます。調査の実施におい
ては、調査員がご自宅へ調
査票をお持ちいたしますの
で、調査へのご協力をよろ
しくお願いいたします。

※調査結果は、統計以外
の目的には使用しません。

農林業を営む皆様へ

▲2005年農林業センサス
マスコットキャラクター
「つっちー」

2005年農林業センサスへ
ご協力ください
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1月お知らせカレンダー
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土

日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月

16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

＊
こ
の
広
報
紙
は
環
境
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

■
発
行
・
編
集
　
秋
田
県
金
浦
町
役
場
企
画
課
　
1（
〇
一
八
四
）
三
八
―
四
三
〇
〇
　
秋
田
県
由
利
郡
金
浦
町
金
浦
字
花
潟
九
三
―
一
　
■
印
刷
所
　
秋
田
市
旭
北
錦
町
三
―
五
〇
　
㈱
三
戸
印
刷
所

元旦
健康相談　保健センター （9:30～11:30）
生命の貯蓄体操教室　保健センター

（13:30～15:00）

にこにこ　保健センター （9:00～12:00）

4・7・10・12カ月児健診　保健センター

生命の貯蓄体操教室　保健センター
（13:30～15:00）

お達者会　元気百歳館（13:30～15:30）

生命の貯蓄体操教室　保健センター
（13:30～15:00）

第21回仁賀保町・金浦町・象潟町合併協議会
仁賀保町総合福祉交流センター「スマイル」

13:30～

生命の貯蓄体操教室　保健センター
（13:30～15:00）

お話し会　町立図書館「こぴあ」幼児室
（10:30～11:00）

成人の日

健康相談　元気百歳館 （12:30～13:30）
お達者会　元気百歳館 （13:30～15:30）

1歳6カ月児健診　保健センター

にこにこ　保健センター （9:00～12:00）

金浦町ホームページ　URL=http://www.chokai.ne.jp/copia

町の人口・世帯
平成16年11月30日

※人　口

男 2,369人（減１）
女 2,648人（減８）
計 5,017人（減９）
※世帯数

1,584戸（減３）

休日応急診療在宅当番医
１日（土）池田医院（143－3106）
２日（日）象潟駅前皮フ科（143－5252）
３日（月）金病院 （143－5522）
９日（日）加藤医院（135－2543）
10日（月）木村医院（143－3308）
16日（日）伊藤医院（143－4171）
23日（日）すずらん診療所（162－8065）
30日（日）神坂医院（143－3108）
※象潟町役場（143－3200）でご確
認ください。診療時間は10時～12時、
13時～15時です。 象潟町医師会

平
成
16
年
11
月
16
日

〜
平
成
16
年
12
月
15
日

慶

弔

だ

よ

り

BBBBBBB

B          B

B          B

B          B

B          B

B          B

B          B

B          B

B          B

B          B

B          B

B          B

B          B

B          B

B          B

B          B

B          B

B          B

B          B

B          B

B          B

B          B

B          B

B          B

B          B

B          B

B          B

B          B

B          B

B          B

B          B

B          B

B          B

B          B

B          B

BBBBBBB

●
広
報
紙
に
載
せ
て
ほ
し
く
な
い
方
は
届
け

出
の
際
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●
広
報
「
こ
の
う
ら
」
は
音
読
テ
ー
プ
も
あ

り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
企
画
課
ま
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

・
須
　
藤
　
秀
　
峰
　
様
（
大
　
竹
）

・
中
　
津
　
博
　
行
　
様
（
金
　
浦
）

・
佐
　
藤
　
利
　
郎
　
様
（
花
　
潟
）

・
佐
々
木
　
順
　
一
　
様
（
頃
　
田
）

・
三
町
民
謡
民
舞
協
会
様

佐
　
藤
　
ト
メ
ヨ
（
90
歳
）塩
焚
浜

佐
々
木
　
　
　
進
（
86
歳
）頃
　
田

佐
　
藤
　
貞
　
夫
（
62
歳
）金
　
浦

阿
　
部
　
ア
サ
ヨ
（
89
歳
）浩
寿
苑

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

ご
め
い
ふ
く
を

ご
め
い
ふ
く
を 

お
祈
り
し
ま
す

お
祈
り
し
ま
す 

ご
め
い
ふ
く
を

ご
め
い
ふ
く
を 

お
祈
り
し
ま
す

お
祈
り
し
ま
す 

ご
め
い
ふ
く
を 

お
祈
り
し
ま
す 

社
協
一
般
寄
付
金

社
協
一
般
寄
付
金 

社
協
一
般
寄
付
金 

み
な
さ
ん
、
よ
く
「
あ
の
人
っ
て

す
ご
い
優
し
い
」
っ
て
言
っ
た
り
す

る
で
し
ょ
？

そ
れ
っ
て
、
そ
の
人
の
何
を
見
て

優
し
い
と
思
う
ん
で
し
ょ
う
か
。
行

動
？
そ
れ
と
も
内
面
？

優
し
く
見
え
る
行
動
や
内
面
も
実

は
、
そ
の
人
そ
の
ひ
と
の
様
々
な
思

い
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。（
ち

ょ
っ
と
考
え
す
ぎ
た
見
方
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
。
笑
）

み
な
さ
ん
も
、
人
に
優
し
く
し
た

こ
と
あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
強
い
こ
と
イ
コ
ー
ル
優
し
さ

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
人
は

な
か
な
か
居
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す

み
な
さ
ん
は
、「
優
し
さ
」
っ
て
ど
う

い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
？

ほ
っ
と
一
息
…
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

や
さ
し
さ
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
…




